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１．研究の目的と本報での報告 

近年、トイレ利用の多様化に伴い、衛生器具の占有時

間が長くなる傾向が、筆者ら 1)が実施した扉開閉センサー

を用いた大便器ブースでの計測により明らかとなってい

る。そのため、一部施設では頻繁に待ちが発生しており、

現状の利用実態を考慮した器具数算定が望まれている。 

 本稿では、事務所の男女大便器を対象に、厚生労働省

の事務所衛生基準規則 2)（以下、基準規則）および空気調

和・衛生工学会 SHASE-S206 技術要項における「衛生器

具の設置個数の決定」3)（以下、技術要項）と現状の占有

時間の計測値 1)に基づく衛生器具数算定シミュレーション

結果を図１に示す利用人数とサービスレベル（以下、SL）

に応じた適正器具数の算定グラフ形式にて比較する。 

 

２．事務所トイレの適正器具数に関する検討 

２－１．比較検討の条件設定 

基準規則と技術要項の算定条件および本研究における

シミュレーション条件を表１、表２に示す。 

基準規則は就業者数（利用人数）のみで器具数が定ま

る。技術要項は待ち行列理論式を採用しており、占有時

間は男性 300 秒、女性は 90 秒としている。 

本研究での算定 Case では、小瀬 4)の研究を参考に、一

定時間の利用状況を表現するモンテカルロシミュレーシ

ョンを採用した。占有時間は技術要項と同じ値の Case1 と

計測値 1)であり占有時間の増加を想定した Case2（男性：

401 秒、女性：143 秒）, Case3（男性：439 秒、女性：170

秒）を設定した。また、占有時間の分布は仲川 5)の研究を

参考に男女ともアーラン分布(k=3)を採用した。 

表２の到着率および適正器具数の算定方法は、技術要

項と各 Case で同条件とした。これは女性の到着率が表 2

と既存調査 6)が同じであった点を考慮した。到着率は 100

人あたりの 1 分毎到着人数を意味しており、女性 0.6 では

166 分で 100 人利用となるため、約 2 時間 45 分に 1 回の

トイレ利用を想定している。SL は 3 段階（SL1：上限値、

SL2：平均値、SL3：下限値）となっており、各々待ち時

間の評価尺度に対する待ち発生確率にて適正器具数を算

定する。 

 

図 1．基準規則と技術要項による適正器具数の比較 

表 1．算定条件１（計算方法と占有時間の条件設定） 

 

表 2．算定条件２（到着率）と適正器具数の算定方法 

 

 

２－２．適正器具数の算定結果 

まず始めに図１から基準規則と技術要項の差異を述べ

る。技術要項と比べ、基準規則は利用人数が少ない場合

に器具数が少なく、利用人数が多い場合に器具数が多い

傾向となる。特に女性でその傾向が大きく、女ブースの

場合 80 人超で基準規則が技術要項を上回る。技術要項の

SL を比較すると器具数の差は最大２、最小０である。ま

た、男性と比べ、女性は適正器具数が同数となる状況が

少なく、利用人数が一桁または 50 人弱の 2 回であった。 

 次にシミュレーションによる各 Case 適正器具数（必要

ブース数）の算定結果を図２～図５に、基準規則と技術

要項および各 Case の算定結果 SL2 の比較を表３に示す。 
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対象条件 待ち行列計算方法 　　算定条件１：占有時間[秒]
【事務所】 (基準規則のみ器具数算定方法) 男ブース 女ブース

・ 基準規則
男性：男性就業者60人以内に1つ以上

女性：女性就業者20人以内に1つ以上 － －

・ 技術要項 理論式   　300   　 90

・ Case1   　300   　 90

・ Case2   　401(1.34)※2  　143(1.59)※2

・ Case3  　 439(1.46)※2  　170(1.89)※2

※1 ２人刻み、各到着人数で男性20、女性50回試行。待ち方法は一列待ちを採用。計算ステップは1秒。

　　　到着した利用者は待ちが発生していても必ずトイレを利用するものとした。※2 ()内は技術要項に対する増加率。

※2 Case2,3の占有時間は[参考文献]1)オフィスA、Dでの就業日(9-17時)での計測値を採用。 

・シミュレーション手法：モンテカルロ ※1

・占有時間：アーラン分布 (k=3)

・利用者の到着間隔：ポアソン分布

対象条件 算定条件２：
【事務所】 到着率 レベル１: SL1 レベル２: SL2 レベル３: SL3

[人/分・100人] 上限値(ゆとりあり) 平均値(標準的) 下限値(最低限度)

・ 男ブース 0.13 (769分に1回利用) P(>10)<0.05 P(>60)<0.05 P(>120)<0.05

・ 女ブース 0.60 (166分に1回利用) P(>10)<0.01 P(>40)<0.01 P(>90)<0.01

※1 ()内の値は待ち時間[秒]、右の値は待ち発生確率を表す。本表は技術要項の条件を採用。Caseでも共通条件とした。

※2 表の見方：女ブースSL2の場合、40秒より長く待つ発生確率が0.01(1%)未満となる最小器具数が適正器具数となる

サービスレベル(SL)別の適正器具数の算定方法 ※1※2
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 図３、図５の Case1 は、技術要項と同じ占有時間である

ものの、適正器具数は利用人数が少ない状況で技術要項

よりも少なく、利用人数が多い状況では同数または上回

る結果となった。これは計算方法の違いによる特性と考

えられる。また Case2, Case3 では、占有時間が Case1 より

長いことから利用人数が 30 人以上で適正器具数が同数ま

たは上回る結果となった。 

 表３は図２、図４を整理して、基準規則と技術要項お

よび SL2 の算定結果を特定の利用人数で比較した表であ

る。これを見ると、男性よりも女性で利用人数が少ない

状況下で技術要項を基準規則や Case2, Case 3 で上回る結

果となった。このことから、特に女性において適正器具

数算定に課題があると考えられる。2009 年度版技術要項

では事務所の男女比想定を 80%:20%から 50%:50%に変更

しているように、今後は就業状況や施設の使われ方を考

慮した適正器具数算定が望まれていると考えられる。 

 

表 3．適正器具数の算定結果比較：SL2 

 

 

図 2．適正器具数の算定結果ケース間比較：SL2（男性） 

 

図 3．適正器具数の算定結果：Case1～Case3（男性） 

３．まとめ 

厚生労働省の事務所衛生基準規則 2)および空気調和・衛

生工学会 SHASE-S206 技術要項 3)と占有時間の計測値 1)に

基づく衛生器具数算定シミュレーション結果にて、事務

所トイレの男女大便器ブースについて、適正器具数の比

較検討を行った。その結果、占有時間の計測値に基づく

衛生器具数算定において、利用人数が 30 人以上で技術要

項よりも適正器具数が同数または上回る結果となった。 

今後は、with コロナにおける事務所の利用変化を考慮

しつつ、適正器具数算定の見直しに資する計測、検証を

行う。また、事務所以外の施設、特に公共施設について

も同様の検討を行っていく。 
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図 4．適正器具数の算定結果ケース間比較：SL2（女性） 

 

図 5．適正器具数の算定結果：Case1～Case3（女性） 

対象条件 占有時間[秒] 適正器具数の算定結果：利用人数に対する必要ブース数
【事務所】 男 女 設定方法男ブース：SL2 女ブース：SL2

ブース ブース 10 20 50 100 150 200人 10 20 50 100 150 200人

・ 基準規則 - - - 1 1 1 2 3 ◇4 1 1 ◇3 ★5 ★8 ★10

・ 技術要項 300 90 ●●●2 2 2 3 4 4 2 2 3 4 5 5

・ Case1 300 90 固定値1 1 ◇2 ◇3 3 ◇4 1 1 2 3 4 ◇5

・ Case2 401 143 〃 1 1 ◇2 ◇3 ◇4 ★5 ◇2 ◇2 ◇3 ★5 ★6 ★7

・ Case3 439 170 〃 1 1 ◇2 ◇3 ◇4 ★5 ◇2 ◇2 ◇3 ★5 ★6 ★7
※占有時間は表2の再掲。算定結果はSL2を表示。ただし、基準規則にSLの概念はない。 

※技術要項と同じ器具数の場合に◇を、上回った場合に★を付与した。
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